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ピ
ア
ノ
調
律
師

　
ピ
ア
ノ
の
機
能
を
熟
知
し
、
幅
広
い
音
域
を
聴
き
分
け
な
が
ら

音
の
調
節
を
行
い
ま
す
。
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
弾
き
や

す
さ
と
美
し
く
響
く
音
色
を
作
り
出
す
。
調
律
後
の
喜
び
の
声
を

励
み
に
、
ピ
ア
ノ
へ
の
愛
情
を
も
っ
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

ここに 注目
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※端数処理の結果、数値が一致しない部分があります。

守
る
経
済
的
支
援
と
し
て
約
１

２
０
億
４
９
０
０
万
円
。

　
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
や
小
規
模
事
業
者
等
事

業
継
続
臨
時
支
援
金
給
付
事
業

な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

事
業
の
継
続
を
支
援
す
る
事
業

に
約
５
億
６
千
万
円
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
購
入
な
ど
学
び
の
保

障
や
学
習
環
境
の
整
備
に
約
２

億
９
千
万
円
と
な
っ
た
。

　
高
齢
者
や
子
ど
も
、
妊
婦
へ

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
補
助
金
な
ど
医
療
供
給
体
制

の
強
化
に
約
１
億
６
７
０
０
万

円
、
自
治
組
織
が
実
施
す
る
感

染
予
防
事
業
へ
の
補
助
金
や
民

生
委
員
及
び
児
童
委
員
が
訪
問

す
る
際
の
感
染
予
防
用
品
の
購

入
な
ど
感
染
拡
大
防
止
の
事
業

と
し
て
約
３
３
０
０
万
円
と
な

っ
た
。

問　
事
業
の
国
庫
負
担
額
は
。

答　
42
事
業
は
国
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
。
総

額
で
約
13
億
６
３
０
０
万
円
の

う
ち
、
約
10
億
１
６
０
０
万
円

は
交
付
金
で
充
当
し
た
。

　
な
お
、
特
別
定
額
給
付
金
給

付
事
業
や
子
育
て
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業
は
、
全

額
国
庫
補
助
金
で
実
施
し
て
い

る
。

問　
予
算
流
用
の
理
由
は
。

答　
令
和
２
年
度
の
流
用
総
額

は
約
２
億
２
８
０
０
万
円
。
流

用
は
予
算
編
成
後
の
事
情
の
変

化
や
計
画
等
の
変
更
で
予
算
通

り
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
緊
急
や
む
を
得
な
い
も
の

で
あ
り
予
算
の
目
的
を
損
な
う

こ
と
の
な
い
範
囲
で
行
っ
て
い

る
。

問　
経
常
収
支
比
率
の
減
少
の

要
因
は
。

答　
令
和
２
年
度
の
経
常
収
支

比
率
は
95
・
８
％
で
、
前
年
度

比
０・９
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
。

　
地
方
特
例
交
付
金
は
約
１
億

６
７
０
０
万
円
の
減
だ
が
、
地

方
消
費
税
交
付
金
の
約
４
億
８

０
０
万
円
増
な
ど
で
経
常
収
入

は
総
額
で
約
１
億
７
６
０
０
万

円
増
え
た
。

　
ま
た
経
常
経
費
は
人
件
費
が

約
４
億
７
２
０
０
万
円
増
だ

が
、
扶
助
費
の
約
２
億
５
８
０

０
万
円
の
減
、
元
利
償
還
金
の

約
９
９
０
０
万
円
の
減
な
ど
総

額
で
約
１
８
０
０
万
円
の
減
額

と
な
っ
た
。

　

令
和
２
年
度
の
特
徴
と
し

て
、
こ
ど
も
医
療
費
、
重
度
心

身
障
害
者
医
療
に
係
る
経
費
な

ど
が
減
っ
た
。

財
政
指
標
の
状
況

問　
実
質
公
債
費
比
率
の
減
少

の
要
因
は
。

答　
令
和
２
年
度
の
実
質
公
債

費
比
率
は
２
・
０
％
で
、
前

年
度
よ
り
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
た
。
地
方
債
借
入
額
の
減

に
よ
る
元
利
償
還
金
の
約
９
９

０
０
万
円
減
な
ど
が
要
因
で
あ

る
。

　
令
和
元
年
度
の
県
内
の
市
平

均
は
４
・
６
％
で
他
市
と
比

べ
れ
ば
低
い
が
、
今
後
は
小
中

学
校
体
育
館
空
調
設
備
設
置
等

事
業
や
文
化
施
設
整
備
な
ど
大

規
模
な
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
慎
重
な

財
政
運
営
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
市
税
の
増
加
要
因
は
。

答　
個
人
市
民
税
は
納
税
義
務

者
の
増
と
１
人
当
た
り
の
所
得

金
額
増
で
約
６
１
７
８
万
円
の

増
。
固
定
資
産
税
は
住
宅
用
地

市
税
収
入
の
増
加

特
例
や
設
備
投
資
の
伸
び
悩
み

が
あ
っ
た
が
、
新
築
家
屋
や
新

築
住
宅
軽
減
切
れ
に
よ
り
約
７

０
５
５
万
円
の
増
加
。

　
法
人
市
民
税
は
主
に
法
人
税

割
の
税
率
引
き
下
げ
に
よ
り
約

６
８
６
１
万
円
の
減
が
あ
っ
た

が
、
市
税
全
体
で
は
約
９
６
７

８
万
円
の
増
と
な
っ
た
。

問　
事
業
と
概
算
額
は
。

答　
１
人
10
万
円
を
給
付
す
る

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業

１
１
４
億
７
３
０
０
万
円
の
ほ

か
、
基
準
日
の
翌
日
か
ら
年
末

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
に
給
付
す

る
特
別
出
産
給
付
金
給
付
事

業
、
児
童
手
当
を
受
給
す
る
世

帯
に
児
童
１
人
当
た
り
１
万
円

を
給
付
す
る
子
育
て
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
事
業
、
水
道
料
金

の
減
免
な
ど
、
市
民
の
生
活
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

令和２年度 一般会計決算の認定令和２年度 一般会計決算の認定

新型コロナ  対策で前年度比45%増新型コロナ  対策で前年度比45%増

令和２年度
一  般  会  計 決算の特徴

※万円未満四捨五入

歳入

決算総額　567 億 2559 万円
前年度対比 45.2％増（390億 7569万円）

前年度対比 45.1％増（371億 4153万円）

実質収支額
20億 650万円

翌年度へ繰り越すべき財源   8 億 3692万円

…増減した主なもの

歳出 …増減した主なもの

市民税
令和２年度　  　79 億 9013 万円
対前年度比

人件費
令和２年度　     55 億 5851 万円
対前年度比　 　　5 億 4410 万円増

国庫支出金
令和２年度　  202 億 4437 万円
対前年度比

市債
令和２年度　  　27 億 4657 万円
対前年度比　　    6 億 3577 万円増

固定資産税
令和２年度　  　67 億 9836 万円
対前年度比

 　　3939万円減

138 億 5077 万円増

7572 万円増

扶助費
令和２年度　  112 億     914 万円
対前年度比　        3 億 9616 万円増

公債費
令和２年度　     40 億 1513 万円
対前年度比　     　       9896 万円減

普通建設事業費
令和２年度　     49 億 4097 万円
対前年度比　     29 億 7971 万円増

歳 入

決算総額 538 億 8218 万円歳 出

歳入歳出差引額
28億 4341万円

  

本会議での質疑をまとめています。
総 括 質 疑

　市の前年度の収入・支出が
正しく行われたか、議会で確
認することをいいます。決算
は議会に提出される前に監査
委員の審査を受ける必要があ
り、令和 3 年第 2 回定例会で
議員１名が選出されました。

◆
議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑

青
　
藍
　
会
　 

小
林
　 

憲
人  

議
員

日
本
共
産
党
　 

塚
越
　 

洋
一  

議
員

公
　
明
　
党
　 

島
田
　 

和
泉  

議
員

会
派
外
の
議
員
　 

民
部
　 

佳
代  

議
員

決算認定って？

小高 時男 監査委員

　
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
で
は
令
和
２
年
度
一
般

会
計
な
ど
各
種
会
計
の
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
消
費
活
性
化
ク
ー
ポ
ン
給
付
事
業
の
費

用
を
含
む
補
正
予
算
、
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す

る
条
例
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
19
件
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
は
３
件
あ
り
、
２
件
の
意
見
書
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
安
全
点
検
結
果
の
報
告
が
あ
り
、

常
任
委
員
会
で
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
令
和
３３
年年  
第
３
回
定
例
会

第
３
回
定
例
会

30

24

８

９
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注目
ここに

問　
感
染
症
対
策
事
業
と
し

て
、
一
般
会
計
の
予
備
費
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
約
３
１
９
万

円
、
約
１
８
４
万
円
と
2
回

に
わ
た
り
充
用
さ
れ
て
い

る
。
経
緯
と
内
容
は
。

答　
令
和
2
年
5
月
に
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
医
薬
材

料
品
を
購
入
し
た
。

　

一
つ
目
が
フ
ェ
イ
ス
ガ

ー
ド
を
約
33

万
円
で
購
入

し
た
。
乳
幼

児
健
診
等
の

感
染
防
止
対

策
、
災
害
用

の
指
定
避
難

所
に
物
品
を

備
蓄
す
る
た

め
で
あ
る
。

　

二
つ
目
が

問　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
効
果
は
。

答　
昨
年
6
月
の
事
業
決
定

か
ら
実
際
に
販
売
開
始
す
る

ま
で
が
約
2
ヵ
月
と
、
か
な

り
準
備
期
間
が
短
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
販
売
総

数
は
、
２
万
６
１
０
４
冊
と

な
り
、
当
初
想
定
し
て
い
た

２
万
冊
を
大
幅
に
超
え
、
効

果
は
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
参
加

店
に
つ
い
て
も

２
９
４
店
舗
と

な
り
、
そ
の
内

大
型
店
舗
が
16

店
舗
含
ま
れ
て

い
た
。

問　
令
和
２
年
度
の
振
り
込

め
詐
欺
等
対
策
機
器
購
入
費

の
補
助
金
交
付
の
実
績
と
機

器
の
効
果
は
。

答　
実
績
は
、
１
２
４
件
で

59
万
７
３
０
０
円
の
補
助
を

行
っ
た
。
設
置
後
は
、
迷
惑

電
話
や
詐
欺
ま
が
い
の
電
話

が
一
切
か
か
ら
な
く
な
る
な

ど
好
評
を
得
て
い
る
。

問　

補
助
金
の
周
知
活
動

は
。

答　
本
庁
舎
１
階
の
ロ
ビ
ー

を
利
用
し
て
機
器
の
展
示
会

を
開
催
し
て
、
実
際
に
手
に

触
れ
て
機
器
の
説
明
を
し

た
。
ま
た
、
市
内
の
犯
罪
状

況
や
手
口
の
注
意
喚
起
を
行

い
、
危
機
管
理
防
災
課
の
窓

口
で
の
相
談
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
学
習
支
援

事
業

問　
導
入
後
の
先
生
・
児
童

生
徒
の
活
用
状
況
は
。

答　
使
っ
て
み
る
こ
と
が
大

事
な
の
で
積
極
的
に
活
用
す

る
よ
う
指
導
し
た
。

　

授
業
の
中
で
は
、
体
育
の

跳
び
箱
運
動
で
自
分
の
動
き

を
撮
影
し
て
課
題
を
見
つ
け

る
な
ど
活
用
し
た
。
ま
た
、

指
導
す
る
側
の
研
修
と
し
て

問　
事
業
の
実
績
は
。

答　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

は
、
制
度
の
利
用
啓
発
や
後

見
人
支
援
と
い
う
機
能
を
持

た
せ
た
機
関
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
。

　

令
和
２
年
度
中
に
は
相
談

件
数
が
２
６
９
件
、
専
門
職

へ
の
相
談
が
５
件
あ
っ
た
。

　

制
度
に
関
す
る
相
談
が
多

く
、
社
協
だ
よ
り
や
市
報
な

ど
の
活
用
の
ほ
か
、
出
前
講

手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
２

千
本
を
公
共
施
設
に
配
置
す

る
た
め
に
約
２
８
６
万
円
で

購
入
し
た
。
合
計
で
約
３
１

９
万
円
と
な
る
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
3
月
に

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る

た
め
の
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム

の
改
修
費
用
と
し
て
、
約
１

８
４
万
円
を
充
用
し
た
。

問　
市
民
の
評
判
は
。

答　
こ
の
事
業
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
見
る
と
、
使
い
や

す
か
っ
た
こ
と
や
、
30
％
の

上
乗
せ
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

で
９
割
の
方
が
非
常
に
満
足

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
た
。

問　
東
入
間
警
察
署
管
内
は

特
に
被
害
が
多
い
が
、
そ
の

方
策
は
。

答　
機
器
購
入
の
補
助
を
行

っ
て
い
る
が
限
定
的
と
な
っ

て
い
る
。
令
和
３
年
度
は
、

民
生
委
員
の
協
力
を
得
な
が

ら
独
居
高
齢
者
を
対
象
に
訪

問
の
機
会
を
利
用
し
て
、
電

話
機
に
張
り
付
け
る
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
を
配
布
す

る
事
務
を
進
め
て
い
る
。

使
い
方
の
勉
強
会
な
ど
を
行

っ
た
。

問　
今
後
の
課
題
は
。

答　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
ラ

イ
ブ
配
信
等
、
応
用
的
な
取

り
組
み
を
繋
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

推
進
事
業

問　
活
動
の
状
況
は
。

答　
活
動
が
思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
状
況
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
前
向

き
に
で
き
た
取
り
組
み
事
例

と
し
て
、
修
学
旅
行
に
行
け

な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

の
相
談
を
き
っ
か
け
に
、
保

護
者
や
地
域
住
民
と
一
緒
に

花
壇
の
整
備
を
行
っ
た
事
例

も
あ
っ
た
。

座
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

　

市
民
後
見
人
養
成
の
た
め

の
基
礎
講
座
を
開
催
し
、
20

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
今
後

も
、
法
人
後
見
の
受
任
を
引

き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

問　
令
和
2
年
度
は
、
首
長

申
立
て
の
後
見
申
請
は
あ
っ

た
か
。

答　

19
件
の
申
立
て
が
あ

り
、
裁
判
所
で
確
定
し
て
い

る
。

問　
事
業
の
概
要
は
。

答　
自
覚
症
状
が
な
く
進
行

す
る
緑
内
障
や
、
生
活
習
慣

や
加
齢
に
よ
っ
て
起
こ
る

様
々
な
目
の
疾
患
に
つ
い
て

早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
46
歳
、
56
歳
に
な
る
人

を
対
象
に
、
受
診
券
を
送
付

し
て
検
査
を
推
奨
し
た
。

問　
対
象
者
の
総
数
は
。

答　
46
歳
が
１
９
２
３
人
、

56
歳
が
１
５
３
８
人
で
、
総

数
は
３
４
６
１
人

で
あ
っ
た
。

問　
事
業
の
実
績

は
。

答　
受
診
し
た
人

は
７
５
１
人
で
、

そ
の
内
、
精
密
検

査
を
し
た
結
果
、

緑
内
障
と
診
断
さ

れ
た
人
が
46
人
い

た
。
約
６
％
が
緑

内
障
と
の
結
果
が

出
た
。

問　

緑
内
障
検
診
に
つ
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
は
あ
っ
た
の
か
。

答　
6
月
1
日
か
ら
の
実
施

予
定
を
7
月
1
日
か
ら
開
始

し
た
の
で
、
1
ヵ
月
短
縮
し

て
実
施
し
た
。
少
な
か
ら
ず

こ
の
1
ヵ
月
間
に
つ
い
て
は

受
診
者
が
減
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
へ
の
影
響

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
へ
の
影
響

市
内
経
済
の
活
性
化
と

市
内
経
済
の
活
性
化
と

生
活
支
援

生
活
支
援

振
り
込
め
詐
欺
対
策
に
録
音
機
器

振
り
込
め
詐
欺
対
策
に
録
音
機
器

が
効
果
を
発
揮

が
効
果
を
発
揮

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
開
設
の
効
果

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
開
設
の
効
果

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
予
防
を

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
予
防
を

目
の
健
康
を
守
る
た
め
に

目
の
健
康
を
守
る
た
め
に

　
第
３
回
定
例
会
で
は
、
予
算
・
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
昨
年
度
の
歳
入
・

歳
出
や
実
施
さ
れ
た
事
業
の
成
果
な
ど
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
取
り
組

み
に
生
か
せ
る
よ
う
審
査
を
し
ま
し
た
。

　
多
発
す
る
振
り
込
め
詐
欺
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
録
音
機
器

の
購
入
費
補
助
で
未
然
に
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
学
校
の

臨
時
休
業
な
ど
1
年
を
通
じ
て
影
響
が
出
た
年
で
し
た
。
学

校
生
活
に
お
け
る
状
況
や
対
応
に
つ
い
て
質
疑
を
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
予
防
の
た
め
に
、
一
般
会
計

か
ら
感
染
症
対
策
事
業
に
予
備
費
を
充
用
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
地

域
経
済
及
び
住
民
生
活
の
支
援
と
し
て
、
30
％
プ
レ
ミ
ア
ム

付
の
商
品
券
と
し
て
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
化
が
進
み
成
年
後
見
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

契
約
行
為
な
ど
の
法
律
的
な
案
件
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な

人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
仕
組
み
で
す
。

　
目
の
疾
患
か
ら
健
康
を
守
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
へ
つ

な
げ
る
た
め
に
、
緑
内
障
検
診
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
決
算
審
査

令
和
２
年
度
決
算
審
査
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　職員が新型コロナウイルス感染症の対策を実施しな
がらの行政運営で、高い値での款別の執行率を達成し、
実質単年度収支で黒字を確保できたことは、将来的に
先行き不透明な現在では、将来投資へつながる財源を
確保したものと評価する。
　新型コロナウイルス感染症で不安を抱える市民の方
へ、素早く各種給付金を届ける努力をされ、地方創生
交付金など適切に活用し、効果的な事業を行われた点
などを評価する。

緊張感を持った事業運営を評価
公明党　島田和泉 議員

賛
成

令和２年度

一般会計
 決算討論
  _______________ 賛成多数で認定

　本決算について財政指標に着目をすれば、財政力指
数や経常収支比率及び経常一般財源等比率は前年度と
比較して若干の変動はあったものの、ほぼ横ばいの状
態が続いており、移動平均をみれば維持又は緩やかな
改善傾向にあるものと判断をした。
　歳入では、有志の方からの寄附についても目立つも
のがあった。本市に対し愛着を持っての行動であると
認識するので、その期待に応えるべく今後どのように
使われていくのか、しっかりと着目、注視をしたい。

税収確保に向けた取り組みが着実に推進
会派外の議員　金濵高顕 議員

賛
成

　土地開発公社の清算や那須の土地売却などが進んだ
ことは評価する。
　コロナ対策など緊急で対応する事業であっても、二
元代表制のもと緊張感を持った行政運営を心掛けてほ
しい。10 万円の特別定額給付金は所管を超えて応援
体制を取り、給付が早かった。今後も各課で連携を取っ
てほしい。
　令和 2年度は初めて人口が増えなかった。人口増を
支えてきたのは就学・就労で転入する若者である。今
後は若者にとって魅力ある街づくりも進めてほしい。

全庁的な対応で迅速な給付事務を評価
会派外の議員　民部佳代 議員

賛
成

賛
成

市民の生活と地域経済を守る
青藍会　大築守 議員

　本決算は、歳入・歳出ともに増額となった。増額の要
因としては、特別定額給付金をはじめとする新型コロナ
ウイルス感染症に対応した市民の健康と生活、地域経
済を守るための事業実態と理解する。
　また、これまで目標を立てて積み立てた基金の活用で
国の補助を待たずに行えた。基金については、予期でき
ない状況において的確な行政サービスを行うために必要
である。また、安定的な市政を運営するために必要な目
標額を設定し、適切な基金管理をお願いする。

財源あるのにコロナ対策不十分
日本共産党　塚越洋一 議員

　20億円を超える実質黒字と149億円もの基金がある
のに、新自由主義の自己責任論に拘泥し、コロナ禍で苦
しんでいる市民の命とくらしを守る市独自の施策展開が
極めて不十分である。
　基金積立て目標にこだわる硬直した財政運営は、基
金の弾力的活用に全面転換すべき。
　環境センターや文化施設のＤＢＯ方式（市が資金を負
担し設計・建設・管理・運営を民間に委託する）は、市
民と議会に実態が分からず不透明感が強いので改善が
必要である。

反
対
反
対

※議長は採決に加わっていません。

令和３年第３回定例会の提出議案と審議結果

議案番号 議案名 議決結果
第 56 号 
議　 案 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度ふじみ野市一般会計補正予算（第３号）） 承　認

第 57 号 
議　 案 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度ふじみ野市一般会計補正予算（第４号）） 承　認

第 59 号 
議　 案 令和３年度ふじみ野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　決

第 60 号 
議　 案 令和３年度ふじみ野市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　決

第 64 号 
議　 案 令和２年度ふじみ野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

第 67 号 
議　 案 令和２年度ふじみ野市下水道事業会計決算の認定について 認　定

第 68 号 
議　 案 ふじみ野市個人情報保護条例等の一部を改正する条例 可　決

第 69 号 
議　 案 ふじみ野市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する等の条例 可　決

第 70 号 
議　 案 ふじみ野市下水道条例の一部を改正する条例 可　決

第 71 号 
議　 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 72 号 
議　 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 73 号 
議　 案 公平委員会委員の選任について 同　意

第 74 号 
議　 案 令和３年度ふじみ野市一般会計補正予算（第６号） 可　決

議第11号
議    案

「北朝鮮当局によって拉致された被害者等の支援に関する法律」（拉致被害者支援法）等の改正を求める
意見書 可　決

議第13号
議    案 性的指向・性自認に関する差別解消を目的とした法整備を求める意見書 可　決

●全会一致で可決した議案

●賛否が分かれた議案　
　
議
案
等
番
号

議案等の件名

　
　
議
決
結
果

青藍会 日本共産党 公明党 信政会
会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

原
田　
雄
一

加
藤　
恵
一

小
林　
憲
人

西  　
和
彦

山
田　
敏
夫

大
築　
　
守

小
高　
時
男

新
井　
光
男

床
井　
紀
範

足
立
志
津
子

伊
藤　
初
美

塚
越　
洋
一

鈴
木　
美
恵

川
畑　
京
子

島
田　
和
泉

伊
藤
美
枝
子

近
藤　
善
則

鈴
木
啓
太
郎

金
濵　
高
顕

民
部　
佳
代

第 58 号 
議　 案

令和３年度ふじみ野市一般会計補
正予算（第５号）

可
決〇 〇 〇 議

長 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 欠
席 〇 〇 〇

第 61 号 
議　 案

令和３年度ふじみ野市後期高齢
者医療事業特別会計補正予算（第
１号）

可
決〇 〇 〇 議

長 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 欠
席 〇 〇 〇

第 62 号 
議　 案

令和２年度ふじみ野市一般会計
歳入歳出決算の認定について

認
定〇 〇 〇 議

長 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 欠
席 〇 〇 〇

第 63 号 
議　 案

令和２年度ふじみ野市国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

認
定〇 〇 〇 議

長 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 欠
席 〇 〇 〇

第 65 号 
議　 案

令和２年度ふじみ野市後期高齢
者医療事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

認
定〇 〇 〇 議

長 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 欠
席 × 〇 〇

第 66 号 
議　 案

令和２年度ふじみ野市水道事業
会計決算の認定について

認
定〇 〇 〇 議

長 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 欠
席 × 〇 〇

議第12号
議 案

「土地利用規制法」の撤回を求め
る意見書

否
決× × × 議

長 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 欠
席 〇 × ×

〇：賛成　　×：反対
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文京学院大学　木村 学 先生

坂田 園子さん　　中里 真理さん

　
緊
急
事
態
宣
言
で
学
校
が
急
に
お
休

み
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
家
族

で
過
ご
す
時
間
が
増
え
、子
ど
も
は
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　
中
学
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
だ
っ
た

の
で
、
友
達
づ
く
り
に
苦
労
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
担
任
の
先
生
か
ら
連
絡

が
あ
り
、
手
紙
も
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、

不
安
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
。

昨
年
度
の
一
斉
休
校

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
学
校
か
ら
の
連
絡
が

来
て
、
夏
休
み
明
け
の
分
散
登
校
期
間

で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
友
達
と
や
り
と
り

が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
部
活
動
や
修
学
旅
行
が

中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
先
の

将
来
を
考
え
た
時
に
、今
は
我
慢
し
て

も
良
い
と
思
い
ま
す
。市
や
教
育
委
員

会
の
厳
し
め
な
対
応
方
針
は
、子
ど
も

の
こ
と
を
考
え
た
結
果
だ
と
理
解
し
て

い
ま
す
。

　
た
だ
、地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
心
配
で
す
。
地

域
協
働
学
校
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
が
学
校
を
卒
業
し
て
も
、

地
域
と
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

新
し
い
学
校
生
活

　
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
が
ど
の
よ
う
に 

変
わ
っ
た
の
か
。
中
学
生
の
保
護
者
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

機
織
り
部
会
で
は
昔
の
資
料

を
基
に
再
現
す
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
古
文
書
部
会

で
は
地
元
名
家
の
古
文
書
を
勉

強
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
大
正
時
代
に
使
わ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
道
具
を
実
際
に

使
え
る
の
が
魅
力
で
す
。
大
切

に
使
う
こ
と
で
道
具
も
生
き
て

く
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
1
年
以
上
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
活

動
時
間
が
減
り
、
学
校
の
授
業

で
資
料
館
を
使
っ
て
い
ま
し
た

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
学
校
へ
出
張
す
る
事

業
が
実
施
で
き
ま
し
た
。
受
け

入
れ
て
も
ら
え
る
学
校
が
あ
れ

ば
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
今
は
展
示
会
を
行
う
準
備

を
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
活
動
状
況

　
対
面
で
の
活
動
の
中
止
な
ど
が

あ
り
大
変
で
し
た
。

　

生
活
相
談
や
支
援
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
業
務
は
、継
続
し
て
行
い

ま
し
た
。
現
在
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
会
議
や
交
流
会
、絵
画
の
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、外
国
籍
の
方
へ
の
生
活

支
援
と
し
て
、カ
ッ
プ
麵
な
ど
食

料
品
を
提
供
す
る
フ
ー
ド
パ
ン

ト
リ
ー
事
業
や
、冬
場
に
向
け
て

ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
衣
服

の
提
供
や
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
の
学

習
支
援
品
の
提
供
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

情
報
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
広
報

活
動
を
積
極
的
に
行
い
、最
新
の

活
動
状
況
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た

だ
き
よ
り
多
く
の
方
々
に
関
心
を

外
国
籍
市
民
の
生
活
支
援

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
後
継
者
の

育
成
や
支
え
る
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
の
活
動
に
対
し
て
の

参
画
、厳
し
い
状
況
の
中
で
運
営

を
行
っ
て
い
る
の
で
人
件
費
の
補

助
な
ど
、活
動
を
支
え
る
た
め
に

必
要
な
助
成
を
お
願
い
し
た
い
で

す
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
郷
土

愛
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

市
に
は
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

た
め
に
、
学
校
や
地
域
を
巻
き

込
む
機
会
を
提
供
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

　
私
た
ち
の
活
動
は
、
歴
史
や

郷
土
愛
を
担
っ
て
い
る
の
で
、

な
ん
と
か
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
、
ま
た
そ
れ
を
次
世
代
に
伝

え
て
い
く
仕
組
み
が
で
き
る
と

良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

　

市
内
在
住
・
在
学
の
子
ど

も
を
対
象
に
、
ふ
る
さ
と
を

学
び
、
地
域
に
根
ざ
し
た
人

や
場
所
に
つ
い
て
学
習
し
て

い
ま
す
。大
学
や
行
政
、子
ど

も
、
保
護
者
の
み
ん
な
で
子

ど
も
大
学
ふ
じ
み
野
を
作
り

上
げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
し
ま
し
た
。
子
ど
も
と
一

緒
に
参
加
し
て
い
た
保
護
者

か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
子

ど
も
同
士
の
交
流
を
し
て
ほ

し
い
、
今
後
は
体
験
学
習
も

子
ど
も
大
学
ふ
じ
み
野

し
て
ほ
し
い
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
商
業
施
設

を
借
り
切
っ
た
鬼
ご
っ
こ
も

楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
学
の
授
業

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
増
え
、

昨
年
は
教
育
実
習
も
中
止
と

な
り
大
変
で
し
た
。
今
年
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
も
慣
れ
、

チ
ャ
ッ
ト
で
質
問
を
し
て
く

る
学
生
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な

い
学
生
は
ス
マ
ホ
で
授
業
を

視
聴
し
て
い
ま
す
。
私
の
授

業
で
は
毎
回
レ
ポ
ー
ト
を
出

し
て
も
ら
い
、
評
価
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
で
オ
ン
ラ
イ

ン
上
の
交
流
会
を
実
施
す
る

な
ど
教
員
と
学
生
の
交
流
を

持
つ
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

大
学
生
の
学
び

　コロナ禍で求められる学びとは何か。 
大学の先生に、子どもや学生の学びにつ
いて伺いました。

　
資
料
館
の
事
業
に
協
力
し
た
り
、
市
民
文
化
の
向

上
を
図
る
た
め
に
活
動
す
る
団
体
に
伺
い
ま
し
た
。

　
外
国
籍
の
方
の
生
活
相
談
や
日
本
語
教
室
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
伺
い
ま
し
た
。

新型コロナで 
 どう変 わった？
 〜 令 和 2 年 度 を振り返って〜

  編 集 委 員が

大学の先生に聴く　子どもや学生の学び

支援者に聴く　外国籍市民の生活

保護者に聴く　中学生の生活と学び

友の会に聴く　歴史民俗資料館のいま

左から順に
三宅 万里子さん
石井 ナナヱさん
安
あん

 銀
うんじぇ

桂さん
小林 和恵さん

左から順に
中里 美子さん
中野 田鶴さん
射田 昭男さん
千葉　 信さん
中臣 國昭さん

インタビュー
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問　
事
業
の
目
的
は
。

答　
長
期
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
苦
境
に
直
面
す

る
市
内
事
業
所
で
の
消
費
拡
大
を
図

り
、地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
。

問　
対
象
範
囲
は
。

答　
８
月
１
日
時
点
で
住
民
登
録
の
あ

る
11
万
４
４
８
４
人
を
対
象
に
２
０
０

０
円
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
給
付
す
る
。

問　
経
済
効
果
は
。

答　
全
て
の
ク
ー
ポ
ン
券
が
利
用
さ
れ

た
場
合
、
約
２
億
２
９
０
０
万
円
の
経

済
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
食
べ
歩
き
、飲
み
歩
き
、買
い

物
事
業「
福
」バ
ル
が
開
催
さ
れ

る
場
合
に
は
、
チ
ケ
ッ
ト
に
ク

ー
ポ
ン
券
を
上
乗
せ
し
て
販
売

す
る
な
ど
、
更
な
る
経
済
効
果

の
促
進
を
図
り
た
い
。

問　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
12
月
20
日
か
ら
事
業
実
施

を
想
定
し
て
い
る
。準
備
期
間
は
、２
ヵ

月
程
度
で
ク
ー
ポ
ン
シ
ー
ル
の
作
成
や

対
象
者
へ
の
発
送
の
準
備
、
参
加
店
舗

の
募
集
、
告
知
の
チ
ラ
シ
の
作
成
を
行

う
。

　

チ
ラ
シ
は
、
市
報
11
月
号
に
折
り
込

み
を
予
定
し
て
い
る
。各
準
備
完
了
後
、

チ
ラ
シ
と
ク
ー
ポ
ン
等
を
含
め
た
形
で

11
月
上
旬
か
ら
順
次
発
送
を
し
て
い
き

た
い
。

　
市
内
経
済
対
策
・
市
民
生
活
支
援
の
た
め
に
市
民
1
人
当
た
り
２
千
円
分

の
消
費
活
性
化
ク
ー
ポ
ン
給
付
事
業
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
全
員
に
２
千
円
の
ク
ー
ポ
ン
券

消
費
活
性
化
ク
ー
ポ
ン
給
付
事
業　
　
補
正
額　
２
億
６
４
１
２
万
５
千
円

問　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス

の
概
要
は
。

答　
窓
口
で
の
証
明
書
交
付
手
数
料
等

に
つ
い
て
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

図
る
た
め
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
端
末

を
導
入
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電

子
マ
ネ
ー
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
の
支
払
い

を
可
能
に
す
る
。

問　
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
を
公
共
施
設

に
導
入
す
る
が
、
１
施
設
当
た
り
の
設

置
に
か
か
る
費
用
は
。

答　
約
１
２
０
万
円
の
経
費
と
な
る
。

問　
設
置
さ
れ
る
場
所
は
。

答　
本
庁
舎
１
階
、大
井
総
合

支
所
１
階
、出
張
所
２
階
、西

公
民
館
１
階
の
各
ロ
ビ
ー
ス
ペ

ー
ス
に
１
ヵ
所
設
置
す
る
。

問　

導
入
時
期
と
周
知
方
法

は
。

答　

令
和
４
年
４
月
を
予
定

し
て
お
り
、市
報
と
ホ
ー
ム
ペ

問　
事
業
内
容
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

答　
令
和
４
年
度
か
ら
公
の
施
設
と
し

て
位
置
付
け
、対
象
年
齢
を
18
歳
未
満

の
児
童
と
し
、
相
談
業
務
に
は
市
職
員

を
配
置
す
る
。
市
関
係
機
関
と
の
調
整

の
ほ
か
、
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、専
門
的
支
援
が
必
要
な
事
業

に
つ
い
て
は
、
業
務
委
託
で
の
運
営
を

行
っ
て
い
く
。

問　
各
事
業
の
継
続
性
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
現
在
行
っ
て
い
る
事
業
に
加
え
て
、

法
内
事
業
に
つ
い
て
も
保
育
園
等
訪
問

支
援
の
ほ
か
、
法
外
事
業
に
つ
い
て
も

事
業
を
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

問　
各
事
業
の
人
員
配
置
の
計
画
は
。

答　
通
所
事
業
に
つ
い
て
は
法
律
の
基

準
よ
り
も
き
め
細
か
に
対
応
す
る
た
め
、

児
童
２
・
５
名
に
つ
き
１
名
を
配
置
す

る
計
画
で
あ
る
。な
お
、業
務
仕
様
書
の

中
で
、
人
員
配
置
に
つ
い
て
あ
る
程
度

ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
を
す
る
。Ｗ
ｉ
－

Ｆ
ｉ
の
設
置
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、案
内

掲
示
を
行
い
、
使
え
る
環
境
が
目
に
留

ま
る
形
を
考
え
て
い
る
。

問　
今
後
の
方
向
性
は
。

答　
す
で
に
文
化
施
設
な
ど
に
は
Ｗ
ｉ

－
Ｆ
ｉ
が
入
っ
て
い
る
。現
在
も
い
ろ
い

ろ
な
要
望
等
が
あ
る
た
め
、
情
報
収
集

を
行
い
検
討
し
て
い
く
。

は
定
め
る
が
、
業
者
か
ら
幅
広
い
提
案

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
人
件
費
の
積
算
根
拠
は
。

答　
人
事
院
が
公
表
し
て
い
る
民
間
職

種
別
平
均
給
与
額
か
ら
算
出
し
た
。な

お
、保
育
士
と
非
正
規
職
員
は
、市
の
他

施
設
の
人
件
費
と
同
額
と
し
た
。

問　
参
考
見
積
も
り
の
有
無
は
。

答　
現
在
の
事
業
者
か
ら
も
取
っ
て
い

る
。

　
市
民
課
、
税
務
課
な
ど
の
窓
口
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
導
入
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
市
役
所
の
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
な
ど
に
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
が

整
備
さ
れ
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
と

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
追
加
整
備

Ｉ
Ｃ
Ｔ
管
理
運
営
事
務　
　
補
正
額　
８
０
２
万
８
千
円

問　
事
業
概
要
は
。

答　

市
が
設
置
す
る
施
設
等
の
在
籍

者
及
び
職
員
に
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
た

際
、保
健
所
が
認
め
る
濃
厚
接
触
者
以

外
で
陽
性
者
と
接
触
し
た
疑
い
の
あ
る

人
の
不
安
感
に
対
応
す
る
た
め
、Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
を
無
料
配
布
す
る
こ
と

と
し
た
。ま
た
、施
設
に
お
け
る
感
染
拡

大
防
止
に
向
け
た
水
際
対
策
と
し
て
も

使
う
。

問　
検
査
キ
ッ
ト
の
使
用
期
限
は
。

答　
製
造
か
ら
約
７
ヵ
月
が
使
用
期
限

と
な
る
。
販
売
か
ら
は
３
ヵ
月
か
ら
４

ヵ
月
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
保
管
や
管
理
は
。

答　
ま
ず
は
１
０
０
個
程
度
購
入
し
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
保
管
す
る
。

問　
運
用
方
法
は
。

答　
各
施
設
で
使
用
の
希
望
が
出
た
場

合
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い

る
検
査
キ
ッ
ト
を
使
用
し
、
足
り
な
く

な
っ
た
ら
追
加
発
注
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
今
後
、
検
査
キ
ッ
ト
の
活
用
範
囲

の
拡
大
等
の
考
え
は
あ
る
か
。

答　
今
回
は
、あ
く
ま
で
も
市
の
施
設
、

も
し
く
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
施
設

の
職
員
及
び
通
所
し
て
い
る
人
を
対
象

と
し
た
。
今
後
の
方
向
性
等
に
つ
い
て

は
、改
め
て
検
討
し
た
い
。

　
市
の
施
設
、
も
し
く
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
施
設
に
通
所
す
る
人
を
対
象

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
た
め
の
費
用
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
発
育
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
公
の
施
設
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
、
令
和
６
年
度
ま
で
の
業
務
を
委
託
す
る
債
務
負
担
行
為

が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

水
際
対
策
と
し
て
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

来
年
４
月
か
ら
市
の
直
営
施
設
に

感
染
症
対
策
事
業　
　
補
正
額　
４
３
８
万
９
千
円

児
童
発
育
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
業
務
委
託

債
務
負
担
行
為
補
正
額　
２
億
６
４
５
６
万
３
千
円

令和3年度  一般会計　補正予算（第４号及び第５号）
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問　
進
捗
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答　
残
り
２
筆
の
未
買
収
地

に
対
し
、
物
件
補
償
の
調
査

及
び
土
地
鑑
定
評
価
が
完
了

し
た
。
地
権
者
と
の
用
地
交

渉
と
並
行
し
て
、
交
差
点
形

状
等
の
整
備
方
針
を
近
隣
自

治
会
の
住
民
へ
周
知
す
る
。

　
工
事
中
の
安
全
対
策
や
道

路
設
計
等
の
具
体
的
な
内
容

に
関
し
て
県
と
警
察
と
協
議

を
実
施
し
、
進
め
て
い
く
。

問　
災
害
対
策
（
備
え
）
ブ

ッ
ク
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
に
掲
載
を
。

妊
産
婦
・
乳
幼
児
を

守
る
災
害
対
策

答　
妊
産
婦
・
乳
幼
児
に
関

す
る
情
報
に
つ
い
て
は
現
在

掲
載
し
て
い
な
い
が
、
他
自

治
体
の
内
容
な
ど
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
掲
載
に
向
け
準

備
を
し
て
い
く
。

問　
避
難
所
等
に
お
け
る
支

援
・
配
慮
は
。

答　
液
体
ミ
ル
ク
、
粉
ミ
ル

ク
、
哺
乳
瓶
、
サ
イ
ズ
ご
と

の
紙
お
む
つ
や
生
理
用
品
、

授
乳
時
に
活
用
で
き
る
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
テ
ン
ト
な
ど
を
備

蓄
し
て
い
る
。

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
は
、
妊
産
婦
・
乳
幼
児
な

ど
要
配
慮
者
用
の
ス
ペ
ー
ス

等
を
明
記
し
、
福
祉
避
難
所

で
は
、
一
般
避
難
者
の
ス
ペ

ー
ス
よ
り
広

く
確
保
し
て

い
る
。

は
無
料
接
種
が
可
能
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
外
は
難
し
い
と

考
え
る
。

問　
開
通
後
の
要
望
へ
の
解

決
方
法
は
。

答　
弱
視
の
人
に
も
見
え
や

す
い
よ
う
に
階
段
の
境
目

に
、
黄
色
と
赤
色
の
目
印
と

な
る
シ
ー
ル
を
貼
る
準
備
を

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
階
段
の
昇
り
と
降

り
の
通
行
を
分
け
る
対
応
と

し
て
、
上
福
岡
駅
の
階
段
に

あ
る
よ
う
な
矢
印
を
貼
る
準

備
を
し
て
い
る
。

上
福
岡
駅
東
口
横
断

歩
道
橋
の
開
通
後
は

問　
定
期
接
種
対
象
者
等
へ

の
周
知
に
つ
い
て
、
国
か
ら

再
依
頼
が
あ
っ
た
が
対
応

は
。

答　
本
年
４
月
に
、
今
年
度

高
校
１
年
生
相
当
の
４
７
２

名
の
女
子
生
徒
及
び
保
護
者

へ
、
積
極
的
勧
奨
通
知
と
し

て
で
は
な
く
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
定
期
の
予
防
接

種
と
し
て
接
種
可
能
で
あ
る

旨
の
お
知
ら
せ
と
し
て
個
別

通
知
を
郵
送
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
中
に
現
在

小
学
校
６
年
生
か
ら
中
学
校

３
年
生
の
女
子
児
童
生
徒
へ

同
様
に
郵
送
予
定
で
あ
る
。

問　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

の
必
要
性
は
。

答　
接
種
対
象

年
齢
期
間
に
長

期
間
の
療
養
を

必
要
と
す
る
疾

病
の
場
合
な
ど

特
別
な
事
情
が

あ
れ
ば
、
事
情

が
解
消
さ
れ
た

日
か
ら
２
年
間

問　
運
転
者
へ
の
安
全
教
育

の
実
施
状
況
は
。

答　
過
去
に
起
き
た
事
故
の

発
生
場
所
や
行
動
を
分
析

し
、
運
転
す
る
際
に
気
を
付

け
る
ポ
イ
ン
ト
を
周
知
し
、

気
を
引
き
締
め
て
運
転
す
る

よ
う
意
識
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。

問　
運
行
記
録
の
管
理
状
況

は
。

答　
現
在
は
紙
で
管
理
し
て

い
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
利
用

者
が
使
用
後
す
ぐ
に
記
入
で

き
る
こ
と
。
デ
メ
リ
ッ
ト

は
、
全
庁
的
な
運
行
距
離
数

や
運
航
時
間
等
の
デ
ー
タ
集

計
が
手
作
業
と
な
る
こ
と
で

あ
る
。

問　
市
民
に
向
け
た
デ
ジ
タ

ル
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
必
要
性

は
。

答　
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対

策
（
情
報
技
術
利
用
者
間
の

格
差
）
は
、
自
治
体
の
行
政

手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推

進
す
る
上
で
、
大
き
な
カ
ギ

と
な
る
。
誰
も
が
利
便
性
を

享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る

に
は
、
デ
ジ
タ
ル

機
器
に
不
慣
れ
な

方
で
も
容
易
に
操

作
し
や
す
い
ユ
ー

ザ
ー
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
（
操
作

手
続
き
方
法
）
の

構
築
と
と
も
に
市

民
の
デ
ジ
タ
ル
ス

キ
ル
向
上
は
大
き

な
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
必
要
性

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
す
る
中
で
、

国
産
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用

ツ
ー
ル
と
し
て
選
定
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
の
対
応
は
。

答　
国
産
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

は
保
守
の
対
応
が
早
い
、
国

の
法
制
度
に
則
っ
て
い
る
等

の
メ
リ
ッ
ト
を
有
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
そ
の
点

を
踏
ま
え
た
上
で
多
面
的
な

視
点
か
ら
選
定
し
て
い
き
た

い
。

問　
国
内
の
地
方
議
会
で
も

中
国
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
で
強
制
労
働
な
ど
の
人
権

侵
害
が
行
わ
れ
て
い
る
と
し

て
、
実
態
調
査
を
求
め
る
動

き
が
あ
る
。
市
で
も
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
の
理
念
が
必
要
で

は
。

答　
ふ
じ
み
ん
公
式
グ
ッ
ズ

の
中
に
中
国
を
は
じ
め
国
外

で
生
産
さ
れ
た
も
の
が
あ

新し
ん
き
ょ
う疆ウ

イ
グ
ル

自
治
区
の
問
題

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
市
で
は

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
等

の
認
証
を
行
う
予
定
は
な

い
。

問　
製
品
が
ど
の
様
に
製
造

さ
れ
た
か
を
選
定
の
在
り

方
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

地
域
産
業
の
衰
退
に
も
繋

が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
製

品
が
で
き
る
ま
で
の
過
程
も

選
定
の
際
に
重
要
で
は
な
い

か
。

答　
消
費
者
が
安
心
し
て
製

品
を
選
定
で
き
る
条
件
の
一

つ
と
考
え
る
の
で
、
調
査
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
千
葉
県
八
街

市
で
下
校
中
の
小

学
生
の
列
に
ト
ラ

ッ
ク
が
衝
突
し
、

５
人
も
の
死
傷
者

が
出
る
事
故
が
発

生
し
た
。
子
ど
も

の
目
線
に
立
っ
た

通
学
路
の
安
全
点

検
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答　
こ
の
よ
う
な

事
故
が
二
度
と

起
こ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い

る
。
全
て
の
小
学
校
区
の
通

学
路
に
つ
い
て
安
全
上
の
懸

念
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所

等
に
つ
い
て
把
握
し
た
。

　
今
後
、
安
全
教
育
の
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
委

員
会
と
関
係
課
、
警
察
と
が

連
携
し
て
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
。

問　
近
い
将
来
に
首
都
直
下

石
綿
セ
メ
ン
ト

水
道
管
の
更
新

型
地
震
の
発
生
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
耐
震
性
の
弱
い

石
綿
セ
メ
ン
ト
水
道
管
（
ア

ス
ベ
ス
ト
管
）
の
更
新
事
業

を
も
っ
と
積
極
的
に
進
め
て

は
。

答　
令
和
２
年
度
末
の
石
綿

セ
メ
ン
ト
管
の
更
新
進
捗
率

は
、
93
・
４
％
で
約
６・
６

㎞
残
っ
て
い
る
。
早
期
改
修

に
努
め
、
令
和
８
年
度
の
事

業
完
了
を
目
指
し
て
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

市政を問う！
　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、15人
の議員が一般質問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての
質問と回答は市議会ホームページの会議録で閲覧できます。（11月下旬掲載予定）

一般質問

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

正
し
い
情
報
を川

畑　
京
子 

議
員

通
学
路
の
安
全
対
策

山
田　
敏
夫 

議
員

上
沢
勝
瀬
通
り
線
整
備
事
業

鈴
木　
美
恵 

議
員

時
代
に
即
し
た
業
務
車
両
の

安
全
管
理

島
田　
和
泉 

議
員

国
産
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
選
定

の
必
要
性

金
濵　
高
顕 

議
員

通学路

地域産業の小規模事業者

庁用車の駐車場
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童
生
徒
に
現
金
を
持
た
せ
る

の
は
紛
失
な
ど
の
リ
ス
ク
が

あ
る
。
口
座
振
替
に
す
べ
き

で
は
。

答　
中
学
校
３
校
で
口
座
振

替
を
し
て
お
り
紛
失
事
故
の

防
止
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
手
数
料
が
保
護
者

負
担
と
な
る
上
、
引
き
落
と

し
が
で
き
な
い
家
庭
へ
の
連

絡
な
ど
事
務
が
増
加
し
た
事

例
も
あ
る
。
集
金
方
法
は
今

後
も
研
究
す
る
。

問　
欠
席
連
絡
・
健
康
観
察

は
電
話
や
紙
の
カ
ー
ド
提
出

で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

活
用
を
。

答　
昨
年
度
以
降
メ
ー

ル
や
ア
プ
リ
を
活
用

す
る
学
校
が
増
え
て
お

り
、
導
入
を
検
討
し
て

い
る
学
校
も
あ
る
。

　
月
額
10
円
程
度
の
ア

プ
リ
の
使
用
料
が
か
か

る
た
め
保
護
者
の
意
向

に
沿
っ
て
検
討
す
る
よ
う
学

校
を
指
導
す
る
。

問　
法
令
の
改
正
で
避
難
路

等
の
一
定
規
模
以
上
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震
診
断
が
義

務
化
さ
れ
た
。
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
把
握
し
て
い
る

か
。

答　
私
有
財
産
の
管
理
は
所

有
者
の
責
任
で
あ
り
、
市
で

は
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
多
く
の
自
治
体
が
撤
去

費
用
を
補
助
し
て
い
る
。
市

の
支
援
は
。

答　

撤
去
の
補
助
は
な
い

が
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
除
去
し

生
け
垣
を
設
置
す
る
費
用
を

補
助
し
て
い
る
。

問　
教
材
費
等
の
集
金
で
児

学
校
事
務
の
効
率
化

建
設
等
に
携
わ
っ
て
お
り
、

何
ら
か
の
形
で
ま
ち
づ
く
り

に
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
ど
の
よ
う
な
協
働
に
携

わ
っ
て
い
る
の
か
は
答
弁
し

に
く
い
。

問　
地
方
自
治
法
で
は
、
住

民
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と

こ
そ
行
政
の
目
的
と
さ
れ
、

住
民
と
は
、
区
域
内
に
住
所

を
有
す
る
者
と
定
義
さ
れ

る
。
市
内
で
事
業
を
行
う
も

の
は
市
民
と
認
め
ら
れ
る
と

い
う
考
え
方
と
は
大
き
く
隔

た
る
の
で
は
。

答　
自
治
基
本
条
例
上
、
市

内
で
活
動
さ

れ
る
事
業
所

に
つ
い
て
は

市
民
と
い
う

こ
と
で
ご
理

解
い
た
だ
き

た
い
。

地
方
自
治
の
基
本
と

違
う
の
で
は

２
千
人
で
、
モ
デ
ル
ナ
社
製

の
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
。

問　
西
地
域
の
新
た
な
文
化

拠
点
整
備
工
事
の
仮
囲
い
を

活
か
し
て
壁
画
ア
ー
ト
等
を

設
置
し
て
は
。

答　
敷
地
の
南
側
に
完
成
予

想
図
を
設
置
し
た
。
今
後
、

火
災
予
防
の
掲
示
を
計
画
し

て
い
る
。
提
案
内
容
を
踏
ま

え
仮
囲
い
を
活
か
し
た
発
信

を
検
討
す
る
。

新
た
な
文
化
拠
点

整
備
に
向
け
て

問　
市
の
自
宅
療
養
者
へ
の

支
援
の
取
り
組
み
は
。

答　
保
健
所
か
ら
指
示
さ
れ

た
自
宅
療
養
の
期
間
に
お
い

て
、
原
則
親
族
等
か
ら
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な

人
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

が
で
き
な
い
人
を
対
象
に
買

い
物
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み
の

構
築
に
向
け
最
終
調
整
に

入
っ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
決
定
次
第
、
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

す
る
。
な
お
、
依
頼
す
る
側

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
個
人
情

報
は
厳
重
に
守
る
。

問　
若
年
層
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
取
り
組
み
は
。

答　
満
12
歳
か
ら
39
歳
ま
で

を
対
象
と
し
市
内
３
つ
の
医

療
機
関
で
実
施
す
る
。

　
時
期
は
、
９
月
中
旬
か
ら

10
月
ま
で
の
土
曜
、
日
曜
で

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　

接
種
可
能
人
数
は
、
約

若
年
層
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種

問　
大
型
開
発
の
当
事
者
で

あ
る
長
谷
工
は
、
自
治
基
本

条
例
で
い
う
市
民
な
の
か
。

条
例
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い

が
。

答　
条
例
で
は
市
民
と
は
住

所
を
有
す
る
も
の
の
ほ
か
、

市
内
で
事
業
そ
の
他
の
活
動

を
す
る
者
と
定
義
づ
け
、
営

利
、
非
営
利
、
ま
た
法
人
格

の
有
無
も
問
わ
な
い
と
市
民

に
説
明
し
て
い
る
。

問　
長
谷
工
は
条
例
に
言
う

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
活
動

を
し
て
い
る
の
か
。

答　
市
内
で
マ
ン
シ
ョ
ン
の

市
内
で
活
動
す
る
者

は
す
べ
て
市
民

問　
東
西
調
整
池
の
貯
水
量

は
。

答　
東
側
が
約
８
万
１
２
０�

０
㎥
、
西
側
が
約
１
万
６
８�

０
０
㎥
の
計
画
で
あ
る
。

問　
暫
定
調
整
池
の
最
大
貯

水
量
は
。

答　
東
側
が
約
13
万
９
０
０�

０
㎥
、
西
側
が
約
３
万
６
５�

０
０
㎥
で
あ
る
。

問　
暫
定
調
整
池
の
施
工
と

盛
土
工
事
の
関
係
は
。

答　
地
区
内
の
土
砂
で
堤
防

を
造
り
、
そ
の
上
で
北
側
か

ら
盛
土
工
事
を
行
う
。

問　
福
岡
江
川
か
ら
谷
田
橋

付
近
に
あ
ふ
れ
た
雨
水
を
産

業
団
地
の
調
整
池
に
排
水
す

る
計
画
内
容
は
。

答　
土
地
区
画
整
理
事

業
組
合
と
協
議
を
進
め

て
い
る
。
な
お
、
ポ
ン

プ
能
力
な
ど
の
詳
細
は

決
定
し
て
い
な
い
。

水
宮
地
区
の

浸
水
軽
減
策

問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か

ら
、
固
定
資
産
税
の
減
免

等
、
保
全
の
た
め
の
行
政
支

援
を
。

答　
多
く
の
緑
を
保
全
で
き

る
よ
う
に
努
め
る
。

問　
旧
上
福
岡
市
で
火
工
廠

跡
地
に
設
置
し
た
経
緯
と
再

設
置
へ
の
見
解
は
。

答　
当
時
は
福
岡
中
央
公
園

を
検
討
し
た
が
制
約
が
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
前
を
候
補
地
に
し
た
。

さ
ら
に
適
切
な
場
所
が
あ
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
再
考
の
余

地
は
あ
る
。

屋
敷
林
の
保
全

平
和
の
像
は
火
工
廠
跡
地

に
再
設
置
を

問　
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ

ス
開
発
事
業
に
係
る
児
童
の

交
通
安
全
対
策
は
。

答　
事
業
者
に
対
し
交
通
誘

導
員
の
配
置
、
通
学
時
間
帯

に
お
け
る
工
事
車
両
の
通
行

禁
止
等
を
要
望
し
て
い
る
。

　
工
事
開
始
後
に
は
警
察
や

学
校
、
地
域
と
連
携
し
、
工

事
車
両
の
運
転
手
に
対
す
る

指
導
教
育
に
つ
い
て
も
事
業

者
へ
求
め
て
い
く
。

問　
卑
劣
・
極
悪
な
特
殊
詐

欺
の
対
策
は
。

答　
振
り
込
め
詐
欺
対
策
電

話
機
等
の
購
入
費
補
助
を
平

特
殊
詐
欺
対
策

成
30
年
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
現
在
ま
で
４
４
７
件
の

実
績
が
あ
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
「
振
り
込
め
詐
欺
防

止
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
フ
ィ
ル

ム
」
を
独
居
高
齢
者
世
帯
に

配
布
す
る
。

問　
荒
川
の
堤
防
が
破
堤
し

た
場
合
は
、
滝
保
育
所
付
近

ま
で
３
ｍ
～
５
ｍ
の
浸
水

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
新
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用

は
。

答　
市
職
員
が
出
向
き
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
解
説
を
し

て
い
る
ほ
か
、
公
民
館
事
業

で
市
内
在
住
の
防
災
士
を
講

師
と
し
、
風
水
害
を
含
む
防

災
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
地
域
主
催
の
防
災
訓

練
で
は
、
埼
玉
県
自
主
防
災

組
織
リ
ー
ダ
ー
養
成
指
導
員

を
派
遣
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
周
知
を
し
て
い
る
。

風
水
害
へ
の
事
前
の

備
え
を

問　
用
地
取
得
の
進
捗
と
今

後
の
見
通
し
は
。

答　
用
地
交
渉
の
残
り
は
２

筆
と
な
り
地
権
者
と
の
交
渉

を
進
め
て
い
る
。

　
県
道
に
隣
接
す
る
宅
地
か

ら
車
両
の
出
入
り
口
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
理
解
を
得
て

い
る
。

　
２
つ
の
自
治
会
に
対
し
て

は
回
覧
板
で
周
知
す
る
。

問　
老
朽
化
し
た
公
園
遊
具

の
改
修
に
誰
も
が
楽
し
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
ブ
ラ
ン
コ

の
座
席
を
前
後
で
上
半
身
を

支
え
る
背
も
た
れ
が
あ
る
も

の
に
し
て
は
。

答　
障
が
い
の
有
無
に
関
係

な
く
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に

遊
べ
る
施
設
を
研
究
す
る
。

問　
学
校
等
の
通
学
路
は
教

職
員
及
び
保
護
者
が
交
通
安

全
施
設
な
ど
の
調
査
を
し
て

い
る
。
通
学
路
安
全
点
検
の

把
握
と
そ
の
対
応
は
。

答　
安
全
点
検
は
７
月
で
完

了
し
て
い
る
。
内
容
は
、
一

時
停
止
の
標
識
設
置
、
横
断

歩
道
の
路
面
表
示
の
塗
り
直

し
、
樹
木
の
伐
採
な
ど
で
関

係
課
と
共
有
し
、
今
後
の
対

策
を
検
討
し
て
い
る
。

障
が
い
の
あ
る
子
も
な
い
子

も
遊
べ
る
公
園
遊
具
を

通
学
路
の
安
全
対
策

産
業
団
地
開
発
の
調
整
池
は

足
立　
志
津
子 

議
員

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の

長
谷
工
は
市
民
な
の
か

鈴
木　
啓
太
郎 

議
員

交
通
事
故
は
絶
対
に

起
こ
さ
せ
な
い原

田　
雄
一 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

自
宅
療
養
者
へ
の
支
援

加
藤　
恵
一 

議
員

上
沢
勝
瀬
通
り
線
の
進
捗
状
況

新
井　
光
男 

議
員

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策

民
部　
佳
代 

議
員

（仮称）西地域文化施設建設予定地

国道 254 号バイパスの工事現場
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問　
駅
や
公
共
施

設
な
ど
で
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
検
査
実

施
に
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
無
症
状
感

染
者
の
早
期
発
見

を
。

答　
県
が
３
月
に

実
施
し
た
主
要
駅

で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の

結
果
、
陽
性
疑
い
は
い
な

か
っ
た
。

　
感
染
拡
大
の
状
況
下
で
検

査
を
実
施
し
た
場
合
、
保
健

所
機
能
が
低
下
し
医
療
体
制

の
ひ
っ
迫
を
招
き
、
有
症
状

者
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
推

察
さ
れ
る
。

　
市
で
は
感
染
リ
ス
ク
の
高

い
施
設
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

り
施
策
を
展
開
し
て
い
る
の

で
、
無
症
状
者
に
幅
広
く
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。

問　
公
共
施
設
に
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
の
設
置

を
。

答　
会
議
室
で
利
用
し
て
い

る
消
毒
機
能
付
き
非
接
触
体

温
計
を
市
役
所
本
庁
舎
の
一

部
出
入
口
に
設
置
し
た
。
第

２
庁
舎
と
大
井
総
合
支
所
に

も
入
荷
次
第
設
置
す
る
。

問　
全
て
の
子
育
て
世
帯
が

対
象
と
な
る
助
成
制
度
を
導

入
で
き
な
い
か
。

答　
食
材
費
の
み
を
保
護
者

負
担
と
し
て
い
る
。

　
市
の
財
源
は
、
教
育
環
境

の
整
備
や
充
実
に
投
入
す
る

こ
と
で
快
適
良
好
な
学
習
環

境
の
場
を
提
供
し
還
元
し
て

い
き
た
い
。

学
校
給
食
費
の
助
成

制
度

い
ろ
」
で
支
援
を
し
て
い
る

市
民
を
対
象
に
実
施
し
た
。

　
７
月
に
は
全
て
の
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
へ
の
周
知
を

図
っ
た
。

問　
消
防
水
利
の
確
保
は
。

答　
貯
水
槽
３
基
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。
防
火
水
槽
40
㎥

１
基
に
お
い
て
40
分
程
度
の

放
水
が
で
き
る
量
を
蓄
え
て

い
る
と
考
え
る
。
消
火
栓
は

既
設
の
消
火
栓
な
ど
が
周
辺

道
路
に
12
ヵ
所
あ
る
。

大
原
二
丁
目
マ
ン
シ

ョ
ン
の
消
防
水
利

問　
現
状
と
取
り
組
み
は
。

答　
市
内
に
は
９
ヵ
所
の
子

ど
も
の
居
場
所
が
あ
る
。
国

や
県
の
取
り
組
み
や
助
成
金

の
情
報
提
供
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
各
団
体
の

取
り
組
み
の
紹
介
、
担
い
手

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
掘
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
県
、
市
の

災
害
備
蓄
品
、
寄
付
さ
れ
た

食
材
や
日
用
品
、
介
護
予
防

セ
ン
タ
ー
の
畑
で
収
穫
し
た

野
菜
の
提
供
を
行
っ
て
い

る
。

問　

市
独
自
で
定
時
定
点

の
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
の
実
施
を
。

答　
６
月
、
ふ
じ

み
野
子
育
て
応

援
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
と
名
称
を
定

め
、
介
護
予
防
セ

ン
タ
ー
に
お
い

て
、
福
祉
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
「
よ

り
そ
い
」、「
に
じ

問　
令
和
元
年
度
決
算
で
明

ら
か
に
な
っ
た
違
法
流
用
に

つ
い
て
、
市
長
の
責
任
と
市

民
に
対
す
る
説
明
責
任
は
。

答　
報
道
機
関
を
通
じ
て
内

容
と
市
長
コ
メ
ン
ト
を
発
出

し
て
い
る
。
広
報
誌
な
ど
で

は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

問　
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
か
っ

た
原
因
は
。

答　
「
項
」
間
の
流
用
を
入

力
す
る
た
め
に
、
制
御
を
外

し
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
当

該
流
用
の
入
力
が
行
わ
れ

た
。決
裁
に
あ
た
っ
て
、「
款
」

に
目
が
い
か
な
か
っ
た
。

問　
再
発
防
止
対
策
は
。

答　
シ
ス
テ
ム
制
御
を
外
さ

な
く
て
も
良
い
よ
う
科
目
ご

と
に
個
別
設
定
し
、
財
政
課

へ
の
事
前
協
議
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
し
た
。

問　
公
助
と
自
助
・
共
助
の

関
係
に
つ
い
て
、
市
の
責
任

水
害
時
の
宅
地
内
の

排
水
と
消
毒

と
負
担
は
。

答　
宅
地
内
の
排
水
は
所
有

者
が
行
う
こ
と
を
原
則
と
す

る
が
、
補
助
制
度
も
あ
る
。

　
消
毒
は
、
感
染
予
防
の
た

め
職
員
が
巡
回
し
希
望
に
よ

り
所
有
者
の
許
可
を
得
て
行

う
。

問　
医
療
機
関
の
非
常
用
電

源
確
保
は
。

答　
平
時
よ
り
自
助
に
よ
る

配
備
を
働
き
か
け
て
い
く
。

大
規
模
災
害
時
の

電
源
確
保

問　
学
校
に
行
き
授
業
を
受

け
る
こ
と
が
最
も
重
要
。
一

方
、
感
染
症
対
策
と
し
て
、

自
宅
で
授
業
を
受
け
さ
せ
た

い
と
い
う
方
も
い
る
。
選
択

登
校
制
の
導
入
は
。

答　
現
在
は
検
討
し
て
い
な

い
。
感
染
症
対
策
を
徹
底
し

て
不
安
を
取
り
除
き
、
学
校

に
来
る
意
義
を
説
明
し
て
い

く
。

問　
高
齢
者
の
栄
養
改
善
や

筋
力
低
下
の
防
止
な
ど
を
目

的
に
、
買
い
物
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
を
。

答　
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
で
協
議
体
を
立
ち
上
げ
、

買
い
物
に
行
き
に
く
い
人
へ

の
支
援
等
に
つ
い
て
検
討
が

始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

問　

国
の
計
画
で
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
１
０
０
％
デ
ジ

フ
レ
イ
ル
事
業
の

拡
充
を

大
変
革
に
早
期
対
応
を

タ
ル
化
が
示
さ
れ
た
。
全

体
を
統
括
す
る
Ｉ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
の
早
期
導
入

を
。

答　
組
織
体
制
や
外
部
人
材

の
登
用
を
含
め
、
人
材
確
保

を
検
討
し
て
い
く
。

問　
運
動
公
園
に
隣
接
す
る

調
整
池
を
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
が
楽
し
め
る
施
設
に
し
て

は
。

答　
施
設
整
備
を
考
え
る
前

に
愛
好
家
に
団
体
を
設
立
し

て
も
ら
い
、
市
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
ル
ー
ル
作
り
が
必

要
と
考
え
る
。

調
整
池
の
有
効
活
用
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は

床
井　
紀
範 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
健
康
と

学
び
の
両
立
を小

林　
憲
人 

議
員運動公園に隣接する調整池

違
法
流
用
の
説
明
責
任

塚
越　
洋
一 

議
員

命
を
守
る
た
め
に

検
査
拡
大
を

伊
藤　
初
美 

議
員

公公園・学校・公共施設園・学校・公共施設のの安全点検結果報告安全点検結果報告
　安心・安全に利用できる公共施設を目指し、毎年、７月 25 日〜 31 日を公共施設安全点検週間と定め、
市内の各施設を点検しています。また、道路や公園などについては年間を通じて点検、修繕が行われてい
ます。これらの点検結果が議会に報告されました。

　児童デイたんぽぽ上ノ原では敷地内
のブロック塀に経年劣化によるクラッ
クが生じました。大規模な地震が発生
した場合に倒壊の恐れがあるので、危
険箇所を撤去し、新たなフェンスが設
置されました。

修繕前 修繕後

チェック！

北朝鮮当局によって拉致
された被害者等の支援に

関する法律」（拉致被害者支援法）等の改
正を求める意見書
　ふじみ野市在住の渡辺秀子さんの長女・高
敬美さん、長男・高剛さんが北朝鮮に拉致さ
れましたが、当時の国籍法により日本国籍を
有しないお二人は、他の拉致被害者と異なり、
安否の確認、充実した情報提供が受けられな
い現状にあり、日本国民とその家族を拉致被
害者支援法等の対象とするように求めるもの
です。
� 送付日：令和３年９月24日

意見書
全会一致で可決

性的指向・性自認に関す
る差別解消を目的とした

法整備を求める意見書
　多様な性の在り方やそれぞれの違いを受け
入れ、多様な生き方を認め合う社会を実現
すること、すなわち性的指向・性自認に関す
る差別解消は喫緊の課題であり、同性パート
ナーと生活をする場合にも差別的な取り扱い
を受けることがないように、適切な措置を講
ずるとともにだれもがその能力を発揮して社
会参加が可能となるための法整備を求めるも
のです。
� 送付日：令和３年９月24日

意見書
全会一致で可決
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やりがいや、やっていて楽しいことはありますか。
お客様からピアノが生き返ったとか、変わっ
たとか、弾きやすくなったとか、弾いてて楽
しくなったとか、そういうお言葉を頂けるこ
とが一番嬉しいです。

20 年このお仕事をされていて取り巻く環境で
変わったことは。
最近はコロナの影響
で個人の方が家に居
る機会が多くなった
ので、調律の仕事は
増えています。ずっ
と使ってなかったピ
アノを調律してほし
いという依頼もあり
ました。
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　澄み切った秋空が美しい季節となりました。
　緊急事態宣言も解除され、仲間とスポーツやコンサートを思
い切り楽しみたいところですが、もう少しの間控えた方がいい
のかと悩みます。
　今秋も市内の体育祭・文化祭等が中止やオンラインになり、
サークル活動も多くの団体が自粛傾向になっています。
　文化芸術が市民のつながりの場となり、心の癒し、そして生
きる力を与えてくれることを思うと、様々なイベントや活動が
再び賑やかに開催されることを願ってやみません。
　そして、孤立しがちな今こそ人との絆が感じられるような支
援策が必要だと感じています。皆様のお声を市政に届け、皆様
と一緒に考え、知恵と工夫でつながりの場を作っていきたいと
思います。 （鈴木　美恵）

編集後記

なぜ調律師になろうと思いましたか。
ピアノが好きでピアノに関する仕事がしたい
と思いました。その中でピアノの調律という仕
事を知り、専門学校に通い資格を取りました。
ピアノはどれぐらいの頻度で調律しますか。
最低でも 1 年に 1 回はします。多い方では半
年に１回、ピアニスト、音大生さんであれば 3ヵ
月に 1 回する方もいます。
様々なピアノがある中で、調律の方法はどの
ピアノも共通ですか。
音を合わせる方法は基本的に同じです。100
年前のピアノであっても調律は可能です。部
品もほぼ同じものです。ピアノとは思いが入
るもので、小さいころ祖父に買ってもらって、
それがボロボロになって。買い換えた方が良
いけれど、やはり修理してくださいという方も
中には沢山います。

表紙：働く人シリーズに寄せて
編集委員が
インタビュー！ ピアノ調律師さんピアノ調律師さん  に伺いましたに伺いました
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市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、
法律で禁止されております。ご理解をお願いします。

次の定例会の
開  会  予  定：11月30日 午前9:30〜

請願締切予定：11 月19 日 午前10：00

市役所 4 階議場で開催します

市議会だよりは、ふじみ野市のホー
ムページからも閲覧できます。
市議会の会議録も見られます。
録画放映やSNSもご覧ください。

ふじみ野市議会

９月定例会の傍聴者は 33 人でした。

表紙の題字を書いてくれた人
大井東中学校３年  生越　真子さん

　私の自宅の近くには国道 254 があり、沿道にはた
くさんの飲食店があります。私も時々家族で食事に行
きます。また、中央分離帯にある大きな桜の木が春に
は満開になりとてもきれいです。

議会広報常任委員会
	委	員	長	 加藤　恵一	 副委員長	 鈴木　美恵
	 委　員	 鈴木啓太郎	 委　員	 金濵　高顕
	 委　員	 民部　佳代	 委　員	 新井　光男
	 委　員	 床井　紀範	

市川　徹 さん




